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いちごが大好きな悠華。

よく遊び、いつもニコニ

コ元気いっぱい。思いや

りのある子になってね。

父　智之・母　真紀さん

小路
しょうじ

悠華
はるか

ちゃん
1歳2カ月（北田原）

森田
もりた

梓温
しおん

くん
1歳2カ月（白金）

遊ぶ、食べる、寝るのが

大好きな梓温。元気一杯の

笑顔はパパとママの元気の

源だよ。ありがとう。

父　洋介・母　恵さん

�
　
各
文
字
の
字
形
が
整
っ
て
お
り
、
全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
て
い
る
。

肥
爪

ひ
づ
め

美
紀

み
き

さ
ん
（
２
年
）

� 環境の変化を訴えるポ

スターを制作。カルタに例

えたアイデアはよく考えら

れている。

和田
わだ

早織
さおり

さん（３年）

� 「生き物たちの暮ら

し」のテーマで、奥行き

のある空間をよくとらえ

ている。

池田
いけだ

次行
よしゆき

くん（２年）

�
　
一
つ
一
つ
の
線
が
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
の
に
、
力
強
さ

も
感
じ
ら
れ
る
。

古
南

こ
み
な
み

友
香
莉

ゆ
か
り

さ
ん
（
２
年
）

六 瀬 中 学 校

▼
対
象
平
成
15
年
12
月
１
日
か
ら
同
16
年
11
月
30
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
▼
募
集
人
数
12
人
（
多
数
抽
選

当
選
者
に
は
６

月
中
に
通
知
し
ま
す
）
申
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
に
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前

（
ふ
り
が
な
）
・
性
別
・
生
年
月
日
・
住
所
・
両
親
の
氏
名
・
電
話

番
号
（
昼
間
に
連
絡
の
と
れ
る
番
号
、
携
帯
電
話
も
可
）
を
記
入
し
、

６
月
10
日
必
着
で
広
報
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
（
〒
６
６
６
・
０
２
９
２

住
所
記
入
不
要
、
�
７
６
６
・
８
７
０
７
）
へ
。

《モデル募集》

私たちが生きていくためには

何が必要でしょう。まず空気そ

して水や日光、それから食べ物

や着物、石油や電気によるエネ

ルギーなどがありますが、その

うち特に水は大切です。私達の

毎日の暮らしでは、朝起きて顔

を洗うことから始まり、食事し、

夜寝る前に歯を磨くまで、水道

水は必要不可欠なものです。私

達の生活に欠くことのできない

水の大切さを１人ひとりが認識

し、より安全な水を供給するた

めの水源となる川の水やダムの

水を汚さないようにしましょ

う。また、上下水道部では次の

とおり水道相談窓口を開設しま

すので、ご利用ください。

問い合わせは、上下水道部業務課（�766－8716）へ。

水道相談窓口

「蛇口の水がきっちり止まらない」、「水漏れがしている」、「い

つもより水量が異常に多い」といったことはありませんか。

�と　き ６月１日（水）～３日（金）午前10時～午後５時

�ところ 役場１階会議室（上下水道部の前）

水道水　まちのすみまで　未来まで
6月1日～7日は水道週間

清清
流流
猪猪
名名
川川
をを
取取
りり
戻戻
そそ
うう
町町
民民
運運
動動

基基
本本
計計
画画
のの
素素
案案
にに
対対
しし

パ　パ　
ブ　ブ　
リ　リ　
ッ　ッ　
ク　ク　
コ　コ　
メ　メ　
ン　ン　
ト　ト　
の　の　
実　実　
施　施　

本
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
町
の
重
要

な
計
画
な
ど
を
立
案
す
る
際
に
、
作
成
段
階
で
情
報
を
公
開
し
て

住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
、
検
討
結
果
を
公
表
す
る
「
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、「
清
流
猪
名
川
を
取
り
戻
そ
う
町
民
運
動
基
本
計
画
」

に
つ
い
て
、
そ
の
素
案
（
概
要
）
を
公
表
し
、
皆
さ
ん
の
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

素
案
は
、
清
流
猪
名
川
を
取
り

戻
そ
う
町
民
運
動
基
本
計
画
策
定

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
（
座
長
＝
藤

本
真
理
県
立
人
と
自
然
の
博
物
館

研
究
員
、
ほ
か
住
民
代
表
４
名
、

各
分
野
の
行
政
職
員
）
で
の
協

議
・
検
討
を
経
て
と
り
ま
と
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
猪
名
川
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ

１
面
上
部

に
掲
載
）
で
閲
覧
し
て
い
た
だ
く

か
、
公
共
施
設
窓
口
（
町
役
場
企

画
政
策
課
、
日
生
・
六
瀬
住
民
セ

ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

で
も
文
書
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
項
目
・

意
見
の
趣
旨
・
住
所
・
氏
名
を
記

入
し
、
６
月
30
日
ま
で
に
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
公
共
施
設
窓
口
（
閲
覧

と
同
施
設
）
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（

）
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
と
、

そ
の
対
応
方
針
は
広
報
や
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
今
後
公
表
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
政
策
課

（
�
７
６
６
・
８
７
１
１
）
へ
。

2 1世紀を迎え、地球規模での環境

問題が深刻になる中、環境の世紀とも

いわれるようにモノの豊かさから心の豊

かさを求める度合いが高まり、身近な自然や

生活環境を守る運動が全国的に展開されるよう

になりました。

私達の住む猪名川町は、猪名川の源流のまちとして、

また先人から受け継いだ豊かな自然を守り、自然との共

生の心を取り戻し、親しめる河川の環境を創造し、これ

を次世代に引き継ぐことが是非とも必要です。

とりわけ、やがて河川に流れ出る水の袂（たもと）で

ある森林の環境は、短期的には回復困難であるため、今

行動を起こさなければ元の姿に回復することが難しい状

況にあります。

このため、平成1 5年に策定した清流猪名川を取り戻そ

う町民運動基本構想をさらに具体化してその取り組みを

住民・各種団体・事業者・行政など各主体の実施内容、

時期を明らかにするなかで推進していくため、清流猪名

川を取り戻そう町民運動基本計画を策定するものです。

将来を見すえて、先祖から引き継いだ猪名川

を身近な親しめる河川として回復、新しい川の姿

を創造し、次の世代に引き継ぐことを目標とします。

このため、森林や生活における水の利活用についても

見 直 す こ と

で、河川その

ものの浄化・

流下環境を回

復することに

より《清流が

流れるふるさ

とのまち》づ

くりをめざし

ます。

清流が流れるふるさとのまち・猪名川

～清流猪名川の水環境・水文化の
回復と創造をめざして～

「豊かな自然を守る森林

環境」「資源を活用する生活環

境」「親しめる河川環境」の創造

を達成目標としながら、「水の循環型

活用と水量確保」「河川環境の改善」

「川との関わり方の再構築」の３分野に分

け、その実現に努力します。

【イメージ図】

・水の循環型活用と水量確保

・河川環境の改善

・川との関わり方の再構築

豊かな自然を守る森林環境

目標

資源を活用する生活環境

親しめる河川環境

清流が流れるふるさとのまち

家庭での取り組みはもと

より、だれもが主体的に参画

できる自治会などの地縁団体や各

種団体などで活動を進めることを基

本とし、事業者、行政も一体となって

町民運動を進めます。

このため、参画と協働による町民運動を進

めるシステムづくりを行います。主体別の活動

案、活動例は次のとおりです。

主体別役割

�住民　一人ひとりが、また近隣と共同で取り

組みます

�地縁・各種団体など 参画を呼びかけ、町民

運動のネットワークを広げます

�事業者 住民や行政と協調するとともに可能

な限りの協力を行います

�行政 公共事業の推進はもとより参画と協働

による町民運動の推進を図り、各主体の活動の

コーディネートを行います

本基本計画の計

画期間は、平成1 7年

度から概ね５カ年とし

ます。

具体的な運動（事業）は、

その実現性を考慮し短期、中期、

長期の３タイプに区分し、短期、中

期計画期間の最終年度においてはそれ

ぞれの達成状況を検証し必要な場合は

適宜見直しを行います。なお、事業の

性質上、長期的な準備期間を要するも

のは長期計画に区分し本基本計画期間

をこえて実施するものとします。

各区分については、運動の実施・導

入目標年次を平成1 8年度までとする短

期計画（１～２カ年）、平成1 9～2 1年度

とする中期計画（３～５カ年）、平成

2 1年度以降とする長期計画（５カ年以

上）とします。

個々の住民の取り組みはもとより、組織体として「清

流猪名川を取り戻そう町民運動実行委員会」により、取り

組み内容・対象地域を拡充していきます。

具体的運動については、町内においてすでに「清流猪名川を取

り戻そう町民運動」につながる活動を始めている人々や団体があり、

これら既存の活動の連携や拡大が「清流猪名川を取り戻そう町民運動」

を効率的に推進していくと考えます。このことから、まず住民、各種団体、

事業者などと行政が連携を図る機会をつくるため、運動の目的別に連携部会

として「川を親しむ部会」「川と水と人の部会」「川づくり部会」「川ネット部

会」を設置します。

これらの部会において、各主体が意見交換を図りながら、具体的内容の検討

または評価を行い、運動の推進を図ります。また、運動を実施するなかで総合

的な調整や部会をこえた運動が必要な場合は随時実行委員会を設置します。

各種団体

住民

事業者

行政

連携

川と親しむ部会

環境学習・学習プログラムの作成など

川づくり部会

生態系の保全・負担軽減工法など

川と水と人の部会

河川美化活動・生

活様式の見直しな

ど

川ネット部会

情報発信・流域

の連携など

「清流猪名川を取り戻そう町民運動」を推進していく

ため、最初のステップとして特に重要と考えられる７つの

取り組みを重点的運動として積極的に推進します。

◎「清流猪名川を取り戻そう町民運動」連携部会の設置

◎猪名川を学習素材とした学習プログラムの作成

◎猪名川に学ぶ機会の提供

◎ゴミのない猪名川づくり

◎清流猪名川を取り戻すエコライフ行動リスト作成と実践活動の実施

◎自然環境の調査と清流猪名川づくりのガイドライン作成

◎清流猪名川ネットワークの確立

町
民
が
猪
名
川
町
に
愛
着
を
も

っ
て
生
き
て
い
く
た
め
に
は
行
政

が
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
に

お
い
て
、
町
民
と
一
緒
に
な
っ
た

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
が
不

可
欠
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
日
常
生
活
の
基

盤
で
あ
る
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
、

そ
こ
に
住
む
人
び
と
が
自
ら
知
恵

を
出
し
、
役
割
分
担
を
大
切
に
し

て
、
と
も
に
汗
を
流
し
、
い
き
い

き
と
し
た
地
域
を
自
分
達
の
手
で

創
造
し
、
そ
し
て
行
政
と
と
も
に

推
進
す
る
こ
と
で
す
。

猪
名
川
町
の
自
然
環
境
、
住
む

人
の
心
の
や
さ
し
さ
、
地
域
の
ま

と
ま
り
な
ど
、
み
ん
な
が
ど
こ
に

も
負
け
な
い
「
猪
名
川
町
大
好

き
！
」
と
い
え
る
町
に
す
る
た
め

に
も
、
町
民
と
行
政
と
の
連
携
と

役
割
分
担
を
明
確
に
し
21
世
紀
を

切
り
開
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
町
民
が
手
を

携
え
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

町
民
活
動
活
性
化
へ
の
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。
行
政
に
お
い
て
も
、
本
提
言

書
の
実
行
に
向
け
尽
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
安
全
・
安
心
】

面
識
社
会
を
通
し
て
「
地
域
力
」

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
日
頃

か
ら
防
犯
・
防
災
に
関
す
る
地
域

の
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
町
民

の
自
主
的
な
活
動
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
町
民
・
事
業
者
・
行
政

が
そ
れ
ぞ
れ
の
適
切
な
役
割
分
担

に
基
づ
き
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
対

応
で
き
る
態
勢
を
確
立
す
る
こ
と

が
肝
要
で
す
。

【
共
感
と
共
生
】

大
き
な
声
・
意
見
だ
け
を
受
け

入
れ
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
、

高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
人
、
外
国

人
な
ど
一
人
ひ
と
り
の
声
が
生
か

せ
る
ま
ち
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
人
び
と
が
ま

ち
づ
く
り
に
参
画
し
協
働
で
き
る

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ま
ち

づ
く
り
」
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。

【
参
画
と
協
働
】

町
民
自
身
が
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
を
自
ら

の
問
題
と
し
て
受
け
止
め
、
解
決

に
あ
た
る
と
と
も
に
、
行
政
は
町

民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
を
支

援
す
る
た
め
情
報
の
共
有
化
や
行

政
政
策
に
対
す
る
機
会
の
提
供
を

拡
大
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
参
加
」
の
時
代
か
ら
「
参
画

と
協
働
」
の
時
代
へ
と
変
わ
る
こ

と
か
ら
、
行
政
政
策
の
構
想
・
企

画
の
段
階
か
ら
町
民
が
積
極
的
に

参
画
し
、
そ
の
決
定
や
結
果
の
責

任
も
町
民
が
共
有
す
る
と
い
う
意

識
改
革
が
必
要
で
す
。

【
環
境
へ
の
配
慮
】

健
全
で
恵
み
豊
か
な
環
境
を
維

持
し
つ
つ
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少

な
い
持
続
的
な
発
展
が
可
能
な
社

会
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
は
、

町
民
・
事
業
者
・
行
政
が
地
球
環

境
保
全
と
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の
視
点
に

立
っ
て
、
適
切
な
役
割
分
担
の
も

と
に
、
自
主
的
か
つ
積
極
的
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
ふ
る
さ
と
づ
く
り
】

自
然
あ
ふ
れ
る
猪
名
川
町
を
町

民
み
ん
な
が
「
ふ
る
さ
と
」
と
し

て
と
ら
え
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

豊
か
な
「
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
づ

く
り
」
政
策
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

新
た
な
時
代
に
向
け
て
、
本
町

固
有
の
文
化
を
基
盤
に
新
た
な
要

素
を
加
え
な
が
ら
、
次
代
の
町
民

が
「
ふ
る
さ
と
猪
名
川
町
」
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
新
た
な
町
民
文

化
を
、
町
民
自
ら
が
主
体
と
な
っ

て
創
造
し
て
い
く
こ
と
も
今
後
の

重
要
な
課
題
で
す
。

【
自
治
基
本
条
例
へ
の
展
開
】

自
治
基
本
条
例
に
は
、
町
民
活

動
団
体
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、

町
民
活
動
に
対
す
る
支
援
策
、
町

民
活
動
団
体
・
議
会
・
執
行
機
関

の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
定
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
基
本
的
な
事

項
に
つ
い
て
今
後
十
分
な
検
討
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

条
例
の
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
れ
ら
の
関
係
者
が
制
定
過
程
に

広
く
参
画
し
、
議
論
を
深
め
る
な

か
で
相
互
理
解
を
促
進
し
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
肝
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
「
参
画
と
協
働
」

の
過
程
こ
そ
が
、
「
共
に
考
え

共

に
歩
む
自
治
都
市
猪
名
川
」
の
実

現
を
め
ざ
す
大
き
な
原
動
力
に
な

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
広
報
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
課
（
�
７
６
６
・
８
７
０

７
）
へ
。

よ

り

よ

い

ま

ち

づ

く

り

へ

の

提

言

猪
名
川
町
参
画
と
協
働
に
関
す
る
懇
話
会
（
委
員
長
＝
中
川
幾

郎

帝
塚
山
大
学
教
授
お
よ
び
各
種
団
体
の
委
員
な
ど
10
名
）
は
、

平
成
15
年
４
月
に
設
置
さ
れ
、
以
降
２
カ
年
に
わ
た
り
町
民
活
動

の
意
義
や
支
援
の
あ
り
方
、
行
政
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
研
究

と
討
論
を
重
ね
ら
れ
、
こ
の
た
び
「
猪
名
川
町
参
画
と
協
働
に
関

す
る
懇
話
会
の
提
言
書
」
が
、
町
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
で
、
全
文
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

6月30日まで

◆
　
　
◇
　
　
◆
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